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（Ｎ＝760） （Ｎ＝563） （Ｎ＝543） （Ｎ＝701） （Ｎ＝258） （Ｎ＝661）

1位

道路の段差や建物の階

段など外出先での不便

が多いこと

（29.8％）

人々の障がい者に対す

る理解を深める機会が

少ないこと

（28.0％）

人々の障がい者に対す

る理解を深める機会が

少ないこと

（41.3％）

差別的な言動を受ける

こと

（24.4％）

発達障がいの特性から

生じる困難さに対し、

配慮がなされないこと

（57.8％）

道路の段差や建物の階

段など外出先での不便

が多いこと

（32.1％）

2位
特にない

（28.4％）

差別的な言動を受ける

こと

（27.4％）

差別的な言動を受ける

こと

（35.5％）

障がい者の意見や行動

が尊重されないこと

（22.5％）

学校における一人ひと

りの特性に応じた支援

体制が不十分なこと

（37.2％）

特にない

（30.0％）

3位

人々の障がい者に対す

る理解を深める機会が

少ないこと

（17.5％）

働ける場所や能力を

発揮する機会が少ない

こと

（19.3％）

働ける場所や能力を

発揮する機会が少ない

こと

（31.3％）

働ける場所や能力を

発揮する機会が少ない

こと

（22.0％）

人々の障がい者に対す

る理解を深める機会が

少ないこと

（30.6％）

人々の障がい者に対す

る理解を深める機会が

少ないこと

（18.6％）

4位

差別的な言動を受ける

こと

（13.5％）

特にない

（19.1％）

学校の受け入れ体制が

不十分なこと

（20.4％）

人々の障がい者に対す

る理解を深める機会が

少ないこと

（21.8％）

差別的な言動を受ける

こと

（29.5％）

差別的な言動を受ける

こと

（15.0％）

5位

聴覚や視覚に障がいの

ある人へ必要な情報を

伝える配慮が足らない

こと

（10.8％）

障がい者の意見や行動

が尊重されないこと

（15.2％）

障がい者の意見や行動

が尊重されないこと

（17.9％）

特にない

（20.5％）

働ける場所や能力を

発揮する機会が少ない

こと

（21.7％）

働ける場所や能力を発

揮する機会が少ないこ

と

（12.9％）

難病患者身体障がい者 知的障がい者
身体・知的

障がい児

精神障がい者

［通院］
発達障がい児・者

出典:令和元年度 福岡市障がい児・者等実態調査



令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度

47,000世帯46,865世帯48,795世帯48,065世帯

令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度

1,037か所
（736団体・301施設）

939か所
（689団体・250施設）

858か所
(638団体・220施設)

785か所
（591団体・194施設）

令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度

11,060人9,808人8,607人7,969人

令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度

20地域19地域13地域9地域

令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度

11,390人11,508人12,418人12,543人



悪性新生物

26.8%

心疾患

10.4%

老衰

9.9%

脳血管疾患

6.1%

誤嚥性肺炎

5.1%

肺炎
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不慮の事故

2.8%

新型コロナウイルス

感染症

1.9%

アルツハイマー病

1.9%

腎不全

1.8%

その他

29.4%
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出典:令和４年度 福岡市高齢者実態調査



81.65

87.91

72.58

76.31
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（年）【福岡市】

9.07 年

11.60 年
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平均寿命 健康寿命（日常生活に制限のない期間）

（年）【全 国】

8.99 年

12.26 年

大都市の健康寿命（令和４年/２０２２年）
（単位：年）

1位 浜松市 73.70 1位 福岡市 76.31
2位 仙台市 73.55 広島市 76.31
3位 横浜市 73.39 3位 さいたま市 76.13
4位 静岡市 73.37 4位 千葉市 76.07
5位 川崎市 73.35 5位 新潟市 76.02
6位 さいたま市 73.15 6位 北九州市 75.99
7位 広島市 72.93 7位 浜松市 75.95
8位 名古屋市 72.79 8位 静岡市 75.84
9位 福岡市 72.58 9位 名古屋市 75.47

10位 千葉市 72.51 10位 東京都区部 75.23
11位 堺市 72.50 11位 仙台市 75.22
12位 北九州市 72.44 12位 京都市 75.18
13位 岡山市 72.30 13位 熊本市 75.07

熊本市 72.30 14位 神戸市 75.01
15位 札幌市 72.28 15位 横浜市 74.77
16位 相模原市 72.11 16位 川崎市 74.75
17位 京都市 71.98 17位 大阪市 74.59
18位 神戸市 71.95 18位 岡山市 74.31
19位 東京都区部 71.63 19位 札幌市 74.03
20位 新潟市 71.50 20位 相模原市 73.92
21位 大阪市 68.96 21位 堺市 73.66

男性 女性
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難病患者発達障がい児・者
精神障がい者
［入院］

精神障がい者
［通院］

身体・知的
障がい児

知的障がい者身体障がい者

（Ｎ＝661）（Ｎ＝258）（Ｎ＝390）（Ｎ＝701）（Ｎ＝543）（Ｎ＝563）（Ｎ＝760）

主治医や医療機関が
近くにあること
（35.2％）

仕事があること
（56.2％）

訪問看護
（68.3％）

仕事があること
（26.2％）

仕事があること
（37.6％）

食事や掃除、洗濯な
どの家事の手伝いを
頼める人がいること
（37.3％）

主治医や医療機関が
近くにあること
（29.6％）

1位

スーパーや銀行など
の生活に必要な機関
が近くにあること
（25.6％）

地域や職場の人たち
が障がいについて理
解があること
（46.9％）

家族や親戚などの身
内
（49.2％）

主治医や医療機関が
近くにあること
（25.8％）

お子さんの見守りを
頼める人がいること
（34.4％）

仕事があること
（27.2％）

食事や掃除、洗濯な
どの家事の手伝いを
頼める人がいること
（29.2％）

2位

食事や掃除、洗濯な
どの家事の手伝いを
頼める人がいること
（25.4％）

地域で何でも相談で
きる相談員や相談窓
口があること
（28.7％）

安心して暮らせる住
まいの確保
（47.9％）

食事や掃除、洗濯な
どの家事の手伝いを
頼める人がいること
（22.5％）

就労や生活の自立、
機能の回復へ向けた
訓練施設に通えるこ
と
（26.3％）

家族と同居できるこ
と
（23.0％）

スーパーや銀行など
の生活に必要な機関
が近くにあること
（27.0％）

3位

仕事があること
（21.2％）

食事や掃除、洗濯な
どの家事の手伝いを
頼める人がいること
（23.3％）

病院や診療所での精
神科デイケア・ナイ
トケアなど
（34.6％）

スーパーや銀行など
の生活に必要な機関
が近くにあること
（21.5％）

食事や掃除、洗濯な
どの家事の手伝いを
頼める人がいること
（25.0％）

グループホームなど
の仲間と共同生活で
きる場があること
（22.1％）

家族と同居できるこ
と
（19.1％）

4位

家族と同居できるこ
と
（20.7％）

就労や生活の自立、
機能の回復へ向けた
訓練施設に通えるこ
と
（14.7％）

介護保険サービス
（33.3％）

家族と同居できるこ
と
（16.5％）

地域で何でも相談で
きる相談員や相談窓
口があること
（18.8％）

短期入所など緊急時
に宿泊できるところ
があること
（19.2％）

昼間の介護を頼める
人がいること
（14.8％）

5位



（Ｎ＝760） （Ｎ＝563） （Ｎ＝701） （Ｎ＝85） （Ｎ＝661）

1位
調子の悪いときに休み
を取りやすくする

（35.3％）

仕事（作業）上の援助
や本人・周囲への助言

を行う者による支援

（41.7％）

調子の悪いときに休み
を取りやすくする

（54.8％）

仕事（作業）上の援助
や本人・周囲への助言

を行う者による支援

（61.2％）

調子の悪いときに休み
を取りやすくする

（54.0％）

2位
在宅勤務

（29.9％）

工賃（収入）の増加

（37.2％）

短時間勤務などの労働

（作業）時間の配慮
（44.7％）

調子の悪いときに休み

を取りやすくする
（57.6％）

短時間勤務などの労働

（作業）時間の配慮
（41.3％）

3位
短時間勤務などの労働
（作業）時間の配慮

（29.4％）

調子の悪いときに休み
を取りやすくする

（36.6％）

工賃（収入）の増加
（35.4％）

発達障がいの特性を踏

まえた作業手順の視覚
化などの配慮

（56.5％）

在宅勤務
（39.8％）

4位
通院時間の確保・服薬
管理など医療上の配慮

（23.5％）

試しにいろいろな仕事

（作業）を体験してみ
ること

（30.6％）

在宅勤務
（31.0％）

短時間勤務などの労働
（作業）時間の配慮

（50.6％）

通院時間の確保・服薬
管理など医療上の配慮

（34.5％）

5位
工賃（収入）の増加
（20.8％）

仕事（作業）の内容の
簡略化などの配慮

（28.8％）

通院時間の確保・服薬
管理など医療上の配慮

（29.8％）

工賃（収入）の増加
（43.5％）

収入の増加
（21.5％）

難病患者身体障がい者 知的障がい者
精神障がい者
［通院］

発達障がい児・者









医療費総額
（億円）

1人あたり
医療費（円）



医療費総額
（億円）

1人あたり
医療費（円）

出典:福岡市調べ





％

老朽化している

家賃が高い

せまい

自分の居室がない

その他

特になし

無回答

手すりがなかったり、室内に

段差があるなど

バリアフリー化されていない

日照・騒音など、環境が悪い

集合住宅のエレベーターがない

立ち退き要求を受けている

21.9

10.6

7.8

6.7

5.0

5.0

1.7

0.2

3.8

53.8

3.4

0 10 20 30 40 50 60

(N = 1786)

出典:令和４年度 福岡市高齢者実態調査



令和６年
（2024年）

令和５年
（2023年）

令和４年
（2022年）感染症の分類

０件０件０件一類
（危険性が極めて高い感染症）

１７６件１４０件１４３件二類
（危険性が高い感染症）

７１件８８件１２９件
三類

（特定の職業で集団発生を
起こし得る感染症）

５１件５２件４１件四類
（動物等を介して感染する感染症）

８３６件７０８件５２４件五類
（発生・まん延を防止すべき感染症）

代表的な感染症

エボラ出血熱
痘そう
ペスト 等

重症急性呼吸器症候群（SARS）
中東呼吸器症候群（MERS）

結核 等

細菌性赤痢
腸チフス

腸管出血性大腸菌感染症 等

重症熱性血小板減少症候群
デング熱

レジオネラ症 等

梅毒
百日咳
麻しん 等
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出典:令和４年度 福岡市高齢者実態調査



（Ｎ＝760） （Ｎ＝563） （Ｎ＝543） （Ｎ＝701） （Ｎ＝258） （Ｎ＝661）

1位

薬や医療的ケアを
確保できるかどう
か不安
（34.7％）

一人では避難でき
ない
（48.6％）

一人では避難でき
ない
（69.8％）

薬や医療的ケアを
確保できるかどう
か不安
（38.8％）

避難所でほかの人
と一緒に過ごすの
が難しい
（43.0％）

薬や医療的ケアを
確保できるかどう
か不安
（44.8％）

2位
一人では避難でき
ない
（29.6％）

避難所で必要な支
援が受けられるか
不安
（38.3％）

避難所で必要な支
援が受けられるか
不安
（48.4％）

避難所でほかの人
と一緒に過ごすの
が難しい
（23.1％）

避難所で必要な支
援が受けられるか
不安
（32.6％）

避難所で必要な支
援が受けられるか
不安
（23.1％）

3位

避難所で必要な支
援が受けられるか
不安
（27.5％）

避難所でほかの人
と一緒に過ごすの
が難しい
（37.6％）

避難所の設備が障
がいに対応してい
るか不安
（46.6％）

避難所で必要な支
援が受けられるか
不安
（21.4％）

一人では避難でき
ない
（31.0％）

一人では避難でき
ない
（20.4％）

4位

避難所の設備が障
がいに対応してい
るか不安
（24.6％）

避難所の設備が障
がいに対応してい
るか不安
（29.6％）

子供が助けを求め
る方法がない
（45.1％）

近くに助けてくれ
る人がいない
（15.7）

避難所の設備が障
がいに対応してい
るか不安
（23.6％）

避難所の設備が障
がいに対応してい
るか不安
（16.2％）

5位

避難所でほかの人
と一緒に過ごすの
が難しい
（14.5％）

薬や医療的ケアを
確保できるかどう
か不安
（29.4％）

避難所でほかの人
と一緒に過ごすの
が難しい
（41.6％）

一人では避難でき
ない
（11.3％）

薬や医療的ケアを
確保できるかどう
か不安
（21.7％）

避難所でほかの人
と一緒に過ごすの
が難しい
（16.0％）

難病患者身体障がい者 知的障がい者
身体・知的
障がい児

精神障がい者
［通院］

発達障がい児・者

出典:令和元年度 福岡市障がい児・者等実態調査


